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1．はじめに
「セ・デ・力・スムse'brasdga'gsum(セラSera寺，デプン'Brasspungs寺，
ガンデンdGaldan寺の三寺)」といわれるラサ三大寺の一つであるデプン寺（正
式名称bKrashisdpalldan'brasspungsdgon)は,1416年にジェ・ツオンカパrJe
TsongkhapaBlobzanggragspa(1357-1419)の弟子，ジヤムヤン・チユージ
z'JamdbyangschosrjebKrashisdpalldan(1379-1449)により建立された。
チベット自治区ラサ市の北西に位置し，現在も約六百人の僧を有するチベット
最大規模の寺院である。
この度，このデプン寺が所蔵する22320部にも及ぶ古籍の目録，『デプン寺所
蔵古籍目録BγαsSP"z邸な'z"6zh"gssz'gsoZ6"f"eγ"y伽g""7chag」が，ペ
ルッェク・チベット文古籍研究室dPalrtsegsbodyigdpemyingzhib'jug
khangの編蟇で民族出版社（北京2004年12月）より出版された。目録中大部分
を占めるネチュ・ラカンgNasbculhakhangに納められた古籍は，ダライ・
ラマ五世rGyaldbangskuphrenglngapaNgagdbangblobsangrgyamtsho
(1617-1682)の秘蔵害であり，これまでその存在を知る者はごく限られていた。
したがって，この目録出版を以って初めて，ネチュ・ラカンをはじめとするデ
プン寺所蔵古籍のほぼ全容が紹介されることとなった。目録冒頭部分の序文
(pp.1-12)には，各蔵耆の解説及び編蟇の経緯などが書かれており，簡単では
あるが興味深い記述ばかりである。ここでは，この序文に基づき，筆者がラサ
滞在中に編蟇者から直接見聞した編蟇の経緯や作業の様子を加え，膨大な数の
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古籍を収録するこの目録を紹介したい*。
2．目録の構成と内容
まず，目録に記載されている各古籍の情報は,(a)典籍の表紙に書かれている
番号､b)目録編蟇の際に付加した番号,(c)タイトル,(d)著者,(e)書体､f)葉数，
(9)サイズの七項目である①。目録の構成は以下の通り。
(1)デプン・ネチユ・ラカン所蔵目録'brasspungsgnasbculhakhangdpe
mdzoddkarchag//pp1-1958
(2)デプン・ボタン・シムチユンのジエ・ラムリムパ所蔵目録'brasspungs
phobranggzimchunggirjelamrimpa'idpemdzoddkarchag//pp1959-
2197
(3)デプン・ゴマン学堂所蔵目録，brasspungssgomanggrwatshanggidpe
mdzoddkarchag//pp2198-2327
(4)デプン・クンガー・ラワ所蔵目録'brasspungskundga'rwaba'idpe
mdzoddkarchag//pp.2328-2475
(5)デプン・ゴマン所蔵のスンブムについて'brasspungssgomangdpe
mdzodkyigsung'bumskor//pp.2476-2480
(6)デプン・ボタン・シムチユン所蔵のスンブムについて'brasspungspho
branggzimchunggigsung'bumskor//pp.2481-2483
次に，各蔵書の特徴について紹介したい。
(1)ネチュ・ラカン
目録の大部分を占めるのがネチュ・ラカンの蔵書である。ネチュ・ラカンと
は，「十六羅漢gnasbrtanbcudrugを祀る堂lhakhang」という意味で，菩提
樹で造られた釈迦牟尼仏と白檀で造られた十六羅漢が祀られており，ちょうど
ツォクチェンtshogschen(大集会堂）の二階にあたる。蔵書庫は一つの部屋に
なっており，目録編蟇以前は典籍がただ山のように積み上げられていたが，現
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在は目録編纂者による寄贈の書架に典籍が整然と並べられている。
ネチュ・ラカンの蔵耆は，典籍の表紙に，「外phyi｣,または「内nang」と
書かれているのが特徴的で，「外」と書かれているものは，ダライ・ラマ五世
の時代に蔵書を収集するにあたって外部から持ってきたもの，「内」とあるも
のは，デプン寺内部にもともとあったものを指すという。九世紀から十七世紀
の文献が含まれ，九十五パーセントが写本である。相承が途絶えたとされてい
る典籍も多くあり，カダム派bKa'gdamspa,シャンパ・カギュ派Shangspa
bka'rgyudpa,シチェ派Zhibyedpa関係の典籍があり，特に，チャパ・チ
ユー キセンゲPhywapaChoskyisengge(1109-1169),ター ラナー タTa'rana
tha(1575-1634),ポトン・チヨクレー ・ナムギェルBodongPhyogslasmam
rgyal(1375-1451)の時輪の著作など，どれも貴重なものばかりである。ちな
みに，筆者の関心はカダム派の歴史にあり，その点から貴重な文献を挙げると，
リンチェン・サンポLochenRinchenbzangpo(958-1055)著のアテイシヤ
AtiSa(982-1054)伝Jb加7γ"α汎th”たhas虎0"gZZJγ血g""gp"z"γ応α沈的076"/
(nO017086),ラ・ラマ・イエシエー ・ウー lHablamaYeshes'od(blOc)伝
ZHZz〃α汎αyeshgsbd"yjma汎tha7-71gy""/(nOO17258),ラデインRwasgreng
寺史尺切asgγ“g6zhg"glPα”olgy"s／(no､017285)，ポトパPotobaRinchen
gsal(1031-1105)伝"Gg6aツ6shesg"y""rO6"""che7zg"Zgyiγ"α加ｵﾙ”se”S'α
ch27z加fs"0〃，α刀gOS6S""/(noO17302),ランリタンパGlanrithangparDo
rjesengge(1054-1123)伝SZ"2gwgy"gZα"gγ"ん""gpaf'刀α”t"γ/(nOO17604),
サンゲー ゴンパsNarthangbaSangsrgyasbgompardorjegzhonnu
(1179-1250)伝BIa汎αS""9Srgy"ssgりれPafγ"""Zthf"/(noO17636),チヨムデ
ン・リクレルbComldanrigral(1228-1305)著の仏教史6sT上r刀pcz7gy"'"7gwz
gyZ7ZyibCZ/(nOO17182)などがある（番号は目録の番号，いずれも写本)②。
（2）デプン・ボタン・シムチュン
これは，デプン寺の通称ラムリム・リンポチェLamrimpaNgag
phungtshogs(1922-1997)の蔵書であり，場所はちょうどガンデン・
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dbang
ボタン
dGa'ldanphobrangの二階にあたる。これらは生前，ラムリム・リンポチェ
が実際に使っていた典籍で，ツォー ンカパ父子rjeyabsrasgsumのスンブム
gsung'bum(著作集）などがあり，版本と写本が混在している。
（3）ゴマン学堂
ゴマン学堂とは，現在デプン寺にある四つの学堂③のうちの一つである（七
学堂あったものが後に四つにまとめられた)。この蔵書は二十世紀につくられたも
ので，1959年までにチベッ1､に存在した版本，特に，ゲルク派dGelugspaの
ラマの著作が多く含まれる。ネチュ・ラカン等他の蔵書に比べれば最近のもの
であるが，文化大革命時(1966～1976)に多くの版木が失われていることもあ
り，大変貴重なものである。
（4）クンガー・ラワ
これもダライ・ラマ五世の蔵書で，ガンデン・ボタンのちょうど後ろに位置
する。目録記載のチベット語文献以外にも，チベットの翻訳師やインドのパン
ディタが翻訳した一二七点のサンスクリット原本があったといわれている。こ
の蔵書もネチュ・ラカンと同じように，五百年もの間，厳重に管理され秘蔵害
とされてきたもので，二十世紀，チベットでサンスクリット写本収集をおこな
ったラーフル・サーンクリツテイヤーナRahulSankrtyayan(1893-1963)とゲ
ンドウン・チュー ペルdGe'dunchos'phel(1903-1951)の二人もこのクン
ガー ・ラワの写本については知らなかったという。ちなみに，他の蔵書と同様，
文化大革命時に散逸したため，現存するサンスクリット写本は十六点程度であ
る。金網に囲まれた書架の中に積み上げて保管されており，貴重な文献群であ
るにも関わらず，保存状態は十分ではない。
(5)。(6)ゴマン学堂，ボタン・シムチユン所蔵のスンブム
この項目は、2)ボタン・シムチユンのジエ・ラムリムパ所蔵目録，(3)ゴマン
学堂所蔵目録に含まれないスンブムをまとめて表にしたものである。
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＊その他
目録中には記載されておらず，目録序文に解説があるのみであるが，デプン
寺の重要な蔵耆として，ミワン・ラカンMidbanglhakhangの蔵書がある。
ミワン・ラカンには，十七世紀以前のチベットにおける18種類のカンギュル
bKa''gyur･テンギュルbsTan'gyurの写本が保存されている。また，この蔵
書には吐蕃時代の文献も多く含まれるという。
3．ダライ・ラマ五世と秘蔵書
では，これらのダライ・ラマ五世の蔵書がどのような経緯で収集され，また
なぜ五百年もの間秘蔵害とされてきたのだろうか。そしてネチュ・ラカン所蔵
の典籍の表紙に「外phyi」と書かれているものはどこから持ち込まれたもの
なのだろうか。
まず，蔵書が収集された経緯について，一般的に広く信じられている言い伝
えがある。それは，「ダライ・ラマ五世がゲルク派以外の他の宗義をなくすた
めに，カギュ派bKa'rgyudpaやチョナン派Jonangpaなどの典籍をヤクの皮
で包んで封印した」というものである。故に，目録編蟇のために蔵書庫を開け，
ヤクの皮で包まれている典籍を解く際，ゲルク派の僧侶などから少なからぬ批
判の声があったという。しかし実際にヤクの皮で包まれ封印されていたものは，
カギュ派でもチヨナン派のものでもなく,203点のいわゆるツェルパTshalpa
本のテンギュル④であったという。これについて，序文には以下のようにあり，
蔵書が秘密にされ一般の目に触れなかっただけに，この言い伝えが後代に付け
加えられたものであることが分かる（序文p9)。
ダライ・ラマ五世がカギュ派など他の宗義をなくすためにデプン寺に封印
したなど様々な動機についての謂れがあるが，文献をなくすために封印す
るということは意味がなく，ダライ・ラマ五世はサキャ派Saskyapa,ゲ
ルク派，カギュ派，ニンマ派rNyingmapa,シチェ派，チュー gCod⑤な
ど，宗義に区別はないとお考えになって，広大で偏りなく，典籍を保管・
保存なさったことが窺える。例えば，時輪の著作を挙げると，ヅオンカパ
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父子の著作と歴代カルマパKarmapaやチョナン派のラマの著作などを一
緒に置いていることからも分かる
では，次にこれらの典籍がどこから持ち込まれたか，ということであるが，
目録序文には以下のようにある（序文p7)。
ダライ・ラマ五世がガンデン・ポタンを始めて，チベットの寺院の蔵書に
ある典籍を集めた。その中には，チベットの蔵書で最大規模に数えられる
パクモドゥパ'GromgonPhagmogrubpardorjergyalpo(lllO-1170)の
「パクドウ・ペンズー カンPaggru'idpemdzodkhang｣,デワ・ツアンパ
sDepagtsangpa時代(16世紀）の「サムドウプ・ツェ・ペンズー bSam
grubrtse'idpemdzod｣,十七世紀初頭歴代カルマパが所蔵してきた「ツェ
ラガン・ペンズー rTselasgangdpemdzod」などが入っていると言われ
ており，これらの典籍は現在クンガー・ラワ，ネチュ・ラカン，ミワン・
ラカンにある
上記の蔵書がいずれもカギュ派のものであることは非常に興味深い。ちなみ
に，パクドゥ・ペンズー は現在のロカlHokha地区ネドンsNegdong県にあ
るネドン・ボタンsNegdongphobrang,サムドゥプ・ペンズー はシガッェ
gZhiskartseにあるサムドッフ．・ボタンbSamgrubphobrang,ツェラガン・
ペンズー はカルマ・カギュ派Karmabka'brgyudpaで現在のコンポKongpo
地区メンリンsMangling県にあるツェラガンrTselasgang寺のことである
が，いずれも蔵書は現存しない。しかし，ダライ・ラマ五世以前に以上のよう
な蔵書が各地に存在していたことは確かである。例えば，トゥンカル・リンポ
チェDungdkarBlobzang'phrinlas(1931-1997)は「テプテルゴンポ此6rhgγ
s7zgO7zpo」の解説文中，ネドン・ボタンの蔵書について言及している。「テフ．テ
ルゴンポ』は，当時存在した様々な文献を元に書かれた歴史書である。氏は，
著者であるゴ翻訳師シヨンヌペル'GoslotsabagZhonnudpal(1392-1481)が
『テプテルゴンポ」執筆の際ネドン・ポタンの主人たるネドン・デシーsNe
sdongsdesridと折り合いの悪さから，そこに所蔵されている膨大な数の文献
を見ることができなかったこと，またネドン・ボタンやデンサティルgDansa
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mthil(ロカlHokha地区サンリZangsri県),ツェタンrTsethang寺（ロカ地区ネ
ドン県）などにある文献を見ていたら，今よりも著書の内容が広がっていたで
あろうと指摘している⑥。
いずれにせよ，言い伝えのように，ダライ・ラマ五世がこれらの蔵書を収集
したのはケルク派以外の宗義をなくすためだったのか，それとも文献を広く保
存・保管するためだったのか，今となっては明らかではない。しかしながら，
ダライ・ラマ五世以前の各蔵書が現存していないことを考えると，その後多少
の散逸はあるものの，彼がデプン寺に収集したことで，現在目録がつくられ，
我々の目に触れることになったことは紛れもない事実である。
4．目録の問題点とラサにおける古籍事情
次に，この目録の問題点とラサにおける古籍の保存状況について触れておき
たい。目録序文にもあるように，この目録は「厳密な意味で」ダライ・ラマ五
世収集当時の蔵書の全容を示すものではない。というのも，ダライ・ラマ十三
世rGyalbaskuphrengbcugsumpaThubbstanrgyamtsho(1876-1933)の時代
に，いくつかの文献がデプン寺からポタラ宮殿に移管されたからであり，また
1962年には北京の民族文化宮に移され，後にパンチェン・ラマ十世PaNchen
skuphrengbcupaChoskyirgyalmtshan(1938-1989)が1989年に北京からチベ
ット自治区に帰還するまでの間，これらの文献は北京にあった。パンチェン・
ラマ十世のチベット帰還後，民族文化宮から約五百点の写本が西蔵博物館に，
約百点の版本が西蔵図耆館に，他にもセラ，デプン。ガンデン，西蔵政協，拉
薩政協（いずれもチベット自治区・ラサ)，サキャSaskya寺，シャルZhalu寺
などに，合計千点余りの文献が分散して返還された。そして約百点は今も民族
文化宮にある（民族文化宮所蔵はほとんどが版本)。またいくつかは，個人の手も
とに渡り，西蔵蔵文古籍出版社（チベット自治区社会科学院）などから出版され
たものもある。このように，元を辿ればデプン寺に所蔵されていた文献なので
あるが，文献が振り分けられた各寺院各研究機関同士の情報交換はほとんど
されておらず，それぞれ目録が作成されているものの，ほとんどが目録の出版
F庁'勺勺、
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及び公開もされていないというのが現状である。2005年，チベット自治区社会
科学院の図書館が所蔵するデプン寺の文献も含めた目録が出版されたが⑦，こ
れも原本が社会科学院にあるわけではなく，民族文化宮にある文献を複写した
ものがチベット自治区社会科学院にあるということであり（当該目録序文参照)，
目録中のどの古籍が民族文化宮にあるかという記載はなく，いずれも詳細は不
明である。
5．編蟇者について
次に，この目録の編蟇者について簡単に紹介をしたい。ペルツェク・チベッ
ト文古籍研究室は，ラサ市内にいくつかの施設を持ち，チベット自治区では大
変珍しい私設の研究機関である。同研究所は1992年に発足され，現在の形にな
ったのは2002年である。古籍の目録編蟇，入力作業などの活動を中心に行って
おり，資金援助のほとんどが中国国内からであるという。今後の活動としては
同じくチベット各地の寺院が所蔵する古籍の目録編蟇，出版を予定している。
またこれ以外の活動として，同敷地内に就学が困難な児童を集めて，授業，住
居，食事を提供する施設を設けており，生徒たちに古籍の入力作業を通して，
高いレベルのチベット語教育，コンピューターの計||練などを行っている。これ
まで，学生を蔵医学大学gSorigblobgrwachenmo(チベット自治区・ラサ）な
どいくつかの大学に輩出している。チベット自治区では以前からNGOなど外
国人による支援活動は盛んであったが，チベット人自身が児童の就学問題やチ
ベット文化の保護に関心を持ち，実際に活動に携わることはまだまだ少ない。
さらに，チベット自治区は厳しい統制下にあり，様々な制約があるという現実
を考えると，同研究所の活動は非常に画期的である。
最後に，これは目録であり，今現在，文献を実際に手に取って見ることは非
常に困難である。貴重な文献ばかりであるので，これ以上の散逸を避け，しっ
かりと管理・保存されるとともに，今後利用され易い形で公開されることを期
待したい。
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dPalrtsegsbodyigdpernyingzhib'jugkhang,BmssP""邸恋o""6jzhzfgsszJgw/6a7
"e7-"yj"g倣αγ〔趣g;民族出版社北京,2004年,12月,A4判，ハー ドカバー ，上・下
2冊,xvi+2483+viペー ジ，価格265元ISBN7-105-06690-3
＊本稿執筆の際，カルマ・デレーKarma
籍研究室)，カムトウル・ソナム・トント
（前西蔵図書館）には特にご協力頂いたく
bdelegs氏（ペルッェク・チベット文古
ソプKhamssprulbSodnamsdongrub氏
記して感謝したい。
註
①他に目録編蟇過程で34の項目に分けたものがある（目録序文pl6)。
②ネチュ・ラカンをはじめ，ギャンッェrGyalrtseのペンコルチュー デdPal'khor
chossde,シャル寺，セラ寺，ツルプmTshurphu寺，西蔵図書館などが所蔵する
三十峡のカダム派の写本及び版本が同研究所の編纂で四川民族出版社（中国・成
都）より出版予定である（2006年4月現在)。
③四つの学堂とは，ロセー リン学堂Blogsalglinggrwatshang,ゴマン学堂，ガ
クパ学堂sNgagspagrwatshang,デヤン学堂bDeyangsgrwatshangのこと。
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TshalpasMonlamrdorieのテンギュルのこと。
⑤マチク・ラプドウンMaciglabsgron(1031-1129)が始めた修行法。
⑥'GoslogZhonnudpal,De6the7･s"gD"〆,四lll民族出版社，成都,1984,pP6-7
参照。氏は典拠を示していないが，これは最近出版されたゴ翻訳師の伝記に，亥の
年(1467年)12月10日の晩，当時の地方官僚dponsaクンガー ・レクパKundga'
legspaから理由もなく所有地を立ち退くように言われたことが書かれており，氏
の典拠はこのゴ翻訳師の伝記にあると思われる(ZhwadmarChosgragsyeshes,
‘jPα〃"7z〃α加α血沈力α沈紬α刀cﾉi"tha"zs“"加陀的“'α""gyisJ"""沈妬加刀’z“s抑“
だg之加〃〃"""/gJ'iγ"αmp”"i”payO〃ra7"-加加che郡chqg"rgJﾉ""f"o"",民族出
版社，北京,2004,p103)｡
⑦ケルサン・プンツォー sKalbzangphuntshogs編,Bo"恥"gSpyi"og3rshα〃γig
たんα"ggi"g"zcZzocI賊a7zg"bzhzMgs"79gz"zg･'伽沈殿αγch噌（『西蔵社会科学院図書
館蔵蔵文文集目録』)，西蔵蔵文古籍出版社，ラサ，2005。
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